
社会保障口税一体改革

と社会保障の将来

政策研究大学院大学  島崎謙治

現在の社会保障

○社会保障給付費 109.5兆 円 (2012年 )

対GDP比  22.8%
○社会保障 :

国の一般会計 (90.3兆 円)を上回る

○社会保障関係費 (26.3兆円):全省庁中最大

公共事業46兆円 文教及び科学振興54兆円

防衛47兆円



社会保障給付■の推移

皇氏," 1彎 .√ギ ,

の給付と負担 (2012年度 )

2012年度の社会保障綸付費は釣110兆 円(対GDP比 228%)にのぼつており、国の議出総額(鉤 90兆 円)よりも

大きくなつています。
その綸付の内IRは、年金5割 医療311、 精狐 介籠等)2日となつており、負担は、保険料6割 、公費(税 )

4割 (うち目3口、地方1口 )により賄われています。

【給付】

年金 538ブЬ円(491%)

《対GDP比 112%》

医療 351兆円 (321%)

《対GDP比 73%》

福祉その他
205'`円 (188%)

税 403Jヒ円(399%)保険料 606兆円 (601%)

国(一般会計)社会保障関係費等



社会保障給付費と財政の関係

税金投入が

毎年1兆円規模で増加

給付費
109 5リヒ円

財源1009兆円
+資産収入

(兆 円)

現行の

消費税収
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社会経 の変化

現行の社会保障制度の基本的な枠組みが構築された1960年代から今日に

至るまでの間に、社会保障制度の前提となる社会経済情勢は大きく変化。

)

高齢化率

'1%(910年
, ‐230%oolo

答計特殊出生率

2 3(,70年 , ‐1 39(2olo

ブ1正規の職員 従業員数

604万 人 (]981年) ‐ 1756万人 oo m

年,(全雇用者の 15%)(全 雇用者

)(

96,III(19F00つ  -1081万 世帯 oo

(全 世帯の3%) (全 世帯の20%

実質簾 済成 長率

,1%   ‐    09%
(,,613年度平均

'   (1991〕
010年度平



1970年代後半から出生率が低下傾向となり、人口維持に必要な水準を下回る状況。
我が国には「人口減少社会」が到来しています。

合計特殊出生率が―■して低下傾向 (平成17年の120が底 )
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人ロピラミッドの変化

(注)縦軸は年齢、横軸は人口(単位 :万人).

(出奥)「 国勢調査、推計人口」(4920～ 2010年 )および「日本の将来推計人口(2012年 1月 推計)

出生中位(死亡中位)推計J(2011年 以降)。



将来人口の基本指標
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■人を
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(注)括弧書は20m年を100と した場合の割合。                          ,
(出典)国立社会保障 人口問題研究所『日本の将来推計人口(2042年 4月 推計)』 (出生中位 死亡中位の場合)。

2005年度の75歳以上人口割合別市区町村
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出典:国立社会保障 人口問題研究所「日本の市区町村別将来推計人口」(平成20年 12月 推計)



2035年度の75歳以上人口割合別市区町村
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出奥 :国立社会保障 人口問題研究所 「日本の市区町村別将来推計人口J(平成20年 12月 推計)

介護サービス量の増加が見込まれるとともに、高齢者の「住まい」の問題等への対応が不
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